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『
伊

勢

物

語
』
初

段

を

考

え

る

(上
)

吉

田

達

第
1
部

123

地
誌
的
視
野
よ
り

の
接
近

「春

日
」

の
ゆ
か
り
考

「春
日
」
の
四
至
と

「か
す
が
の
さ
と
」

伊
勢
斎
王
の
原
初
的
潔
斎
地

「春

日
斎
宮
」
ー

「春

日
」

の
ゆ
か
り

は
じ
め
に

(七
七
二
)

「
続
記
』
宝
亀
三
年
十

一
月
十
三
日
条

に
、

「
以
二
酒
人
内
親
王

一
為
二
伊
勢
斎

一
、
権
居

二
春

日
斎
宮

一。
」

と
あ
る
記
事
は
注

目
す
べ
き

で
あ
る
。

「
伊
勢
物
語
」
初
段

の

冒

頭

部

に
、

「
な
ら

の
京
、
か
す
が
の
さ
と

に
」

「
い
と
な

ま
め

い
た
る
を
ん
な

は
ら
か
ら
す
み
け
り
」
と
あ
る
文
を
読
ん
だ
平

安
初
期

の
人

々
が
、
そ

の
脳
裡

に
、

「
春
日
斎
宮
」
と
そ

こ
に
在

っ
た

「
酒
人

内
親

王
」

の
面
影
を
か
す
か
に
で
も
想
起
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

こ
の
物

語

の
享
受
上
、
重
要
な
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。

本
稿

は
、
紙
幅

の
都
合
上
、

こ
れ
を
三
部

に
分

っ
て
発
表

す
る
が
、
予
め
、

そ
の
構
成
を
示
す
と
、

第
-
部

歴
史
的
視
野
よ
り

の
接

近

1

「春

日
斎
宮
」
酒
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
周

辺

2

酒
人
は
井
上
内
親
王
の
生
子

で
あ

っ
た
か

3

「昔

男
」
は
桓
武

(山
部

)
で
も
あ

っ
た
か

第
夏
部

「
初
段
」
解
釈
的
世

界
の
定
立

(注
)

使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
片
桐
洋

一校
注

「伊
勢
物
語
」

(
「古
典
叢
書
」
明
治
書
院
昭
弱
)。

正
史
に
関
し
て
は
、

「新
訂
増
補
国
史
大
系
」
吉
川
弘
文
館
を
原
則
と
し
て
用
い
た
。

1

「
春
日
」
の
四
至
と

「
か
す
が
の
さ
と
」

「
春
日
」
と
呼
ば

れ
る
名
称

(地
名

)
は
、
古

文
献
の
中

に
多

い
。

「
春
日
山
」

・

「春
日
野
」

・

「春
日
国
」

(碍
須
我
能
倶
禰
)
)

・

「
春

日
県
」

・

「春

日
里
」

・

「
上
春
日
里
」

・

「春

日
郷
」

・

「
春
日
庄
」

・

「

春

日
寺
」

・

「春

日
宮
」

・

「
春
日
離
宮
」

・

「春

日
別
宮
」

・

「
(春

日
〉

率
川
宮
」

・

「春

日
率
川
坂
本

陵
」

(
ま
た
は
、
同
坂
上

陵
」
)
・

「春

日
酒
殿

」
そ
し

て
、

「春

日
斎
宮
」
な
ど
が
管
見

に
入
る
。

従

っ
て
、
先
学

の
論
究
も
多

い
が
、
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
今

日
の
春

日
神
社

・
興
福
寺
を
含
ん
だ
所
謂

「春

日
野
」

の
地
区
よ
り
も
遙
か

に
南

下
し

一1一



て
、

そ
の
南
限
が
考

え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
森
荘
氏

は
、

「
昔
は
上

つ

道
、

つ
ま
り
山

の
辺
の
道

に
沿

っ
た
春
日
山
南
麓

一
帯
を
さ
し
て
い

っ
た
よ
う

で
、
南
は
古
市

郷
の
あ
た
り
ま

で
の
、
南
北

に
長

い
地
域

が
そ
の
範
囲

に
入

っ

」注
1
>

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
、
更

に
、
和
銅
元
年

平
城
莫
都
直
前

の
巡

幸
に
ふ
れ

て

「
そ

の
際
添
上
郡
春
日
離
宮

に
臨
幸
さ
れ
た
が
、

こ
の
離
宮

の
位

置
が
古
市
郷

で
あ

っ
た
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、

ワ

ニ

氏
の
本
拠

で
あ

っ
た
和
爾
周
辺
を
、
そ

の
同
族

の
複
姓
諸
族

(春

日
和
耳
臣

・

春
日
小

野
臣
な
ど
)

に
亙

っ
て
追
求
さ
れ
た
岸
俊
男
氏
は
、

「春

日
氏

は
春
日

郷

(京
東
条

里
の
五
条
四
里
が

「
春
日
里
」
、

同
五
里
が

「
上
春
日
里
」
と
名

〔原
著
注
〕

づ
け
ら
れ
て
い
た
点
か
ら
す
る
と
、
右

の
地
域
は
奈
良
市
白
毫
寺
町
付
近

に
当

た
る
か
ら
、
奈
良
時
代
ご
ろ
は
今

の
春

日
神
社
所
在
地

よ
り
少
し
南
の
地
域
が

(注
2
)

そ
の
中
心

で
あ

っ
た
ら
し

い
)
云
々
」

と
述

べ
ら
れ
て
、
永
島
福
太
郎

氏
や
堀

池
春
峰
氏

の
論
文
を
掲
げ

て
お
ら
れ
る
。

そ
の
堀
池
氏
は
、

「春
日

・
春
日
国

と
称
せ
ら
れ
た
地
域

は
、
今
日

の
如
く
春

日
大
社

に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
る
奈
良

東
方

の
小
地
域
を
指
す
も

の
で
は
な
く
、
奈
良
東
方
よ
り
平
城

・
佐
保

の
地
域

啓
蝕
含
虜
み
相
当
広
大
な
地
帯
を
指
す
も
の
で
あ

っ
た

…
…

」

(傍
点
引
用
者
)
と
述

べ
ら
れ
た
後

「
八
世
紀
後
半
期

に
は
、
大
凡
京
東

二
条
と

三
条

の
線
を
北
限
と

し
て
、
南

は
七
条
と
八
条

の
堺
線
、
西
は
上

つ
道
、
即
ち
五
条
二
里
と
三
里

・

(注
3
)

六
条

二
里
と
三
里
の
堺
を
南
北

に
貫
く
線
を
考
定
す
る

こ
と
が
出
来

る
。
」
と

さ
れ
る
。
た
だ

し
、

こ
れ
は

「春

日
庄
」

に
関
す
る
記
述

で
あ

っ
た
。

(後
述
-o

-
11
頁
)

一
応
、
以
上

の
諸
論
を
ま
と
め
れ
ば
、

「
春
日
」

の
地
域
は
、
時
代

に
よ

っ

て
変
動
す
る
と
し
て
も
、

そ

の
南

限
は
、

だ

い
た
い
、

五
条
四
里
の

「
春
日

里
」
、
同
五
里
の

「
上
春
日
里
」
を
含

ん
で
、
白
毫
寺
か
ら
古
市

付
近
ま
で
、

即
ち
、
春

日
山

か
ら
更

に
高
円
山
西
南
麓
あ

た
り
ま
で
拡

が
り

そ
う

で
あ
る
、

と
解

さ
れ

る
。

そ
の
際
、

「
古
代

の

一
時
代

に
は
、
春

日
山
を
望
み
拝

す
る
こ
と

の
で
き

る

繕
囲

に
ま

で
、
春
日
の
地
名
は
称
さ
れ
た
と

い
え
る
。
」
注
4
)(傍
点
引
用
者
)
と
述

べ
ら

れ
た
永
島
氏

の
記
述
は
重
要

で
あ
る
。
特

に
、
平
城
新
都

の
プ

ラ
ン
を
考
え
て

い
た
の
は
、
南
大
和

の
藤
原
宮
か
ら
の
視
点

で
あ

っ
た
。

そ
の
地
点
か
ら
北
大

和
の
神
奈
備

で
あ
る
春

日
山
を
望
め
ば
、
高
円
山
と
は

一
続
き

の
山
容
と
な

っ

て
重
な

っ
て
見
え
る
。
森
氏
が
、

「
そ
の
新
都

の
背
景
を
な
し
て
い
る
麗
わ
し

い
春

日
山

そ
の
も

の
が
、
都
を
守
護
す
る
神

の
姿

で
あ
る
と
時

の
人
は
考
え
た

(注
5
〉

よ
う
で
あ

る
。
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
場
合
、
春
日
山
を
聖
な
る
神
南
備

(神

居
ま
す
所

)
と
し
て
崇
め
て
い
た
古
代
人
の
生
活
心
情
を
汲
み
取

っ
て
の
立
論

で
あ
る
点
で
は
、
共

に

一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
更

に
注
意
す

べ
き
は
、
新

た
に
平
城
宮
内
裏

を
視
点
と
し
て
そ
の
正
東

に
新
し

い
角
度

で
位

置
し

て
い
る
春

日
神
奈
備
を
見

は
る
か
し
、
し
か
も
、

そ
の
方

向

へ
と

東

院

が
、
外
京
が
次
第

に
伸
び
て
行

く
都
城

の
集
落
的
発
展
を
目
し
な
が
ら
の
状
況

に
あ
る

こ
と
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

「
春
日
」

の
南
限
よ
り

一
転
し
て
、

そ
の
地

域
の
西
限
を
考
え
る
に
際
し

て
は
、

こ
の
視
野

の
起
点

(基
準
)
が
、
春

日
山

に
東
向
し

て
正
対

す
る
平
城
宮
内
裏
東

面
に
あ
る

こ
と
は
、
極
め

て
大
切
な
思

考
の
要
件

で
あ
る
、
と
言

っ
て
置
き
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

そ
の

「
春
日
」
の
西
限

に
関
す
る
先
学

の
立
言
は
少
く
、
概
し
て
漠

然
と
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

『
開
化
紀
』

元
年
十
月
条
、

「
遷
二
都
予
春
日
之
地

一」
、

そ
し
て

「
葬

二

干
春
日
率
川
坂
本
陵

一」
と
あ
る
山
陵

は
、

今
日
、

三
条
通
油
坂
町

に
存
在
す

る
か
ら
、
そ
れ
の
付
近

に
宮
地
も
存
在

し
た
と
信
ず
れ
ば
、

一
応
、
油
坂
の
地

点
あ
た
り
ま
で
を

「
春
日
」
名
称
地

の
西
限
で
あ
る
と
す
る
こ
と

が

で

き

よ

う
。
(

)

し
か
し
な
が
ら
、
時
人

に
と

っ
て
重
要
な
地
名

の
概
称

に
つ
い

第
1
図

第
2
図
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第1図 春H里 ・春 日庄 と大内裏(岸 俊 男 「日本古代政治史研究」

所収原図に東院 ・春 日庄 お よび第2図 の輪郭線 を記 入)
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て
は
、
注
意
す

べ
き

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
永
島
氏
も
言

っ
て
お
ら
れ
る
よ

う

に
、

「
な
お

西
山

の
丘
陵
を
越
え
た
鳥
見

(富
雄
地
方

)
も
、
た
と
え
ば

『

霊
異
記
」
に
〈
奈
良
京
富
尼
寺
上
座
尼
法
遭
〉
と
記

さ
れ
た
よ
う
に
奈
良
京
と

(注

6
)

概
称
さ
れ
て

い
る
。
」
と

い
う
場
合

の
如
き

で
あ
る
。

そ
の
説
話

の
中

に
は
、

生
馬

難
波

・
摂
津

の
地
名
も
見

え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
生
駒
山

系
を
西
に
越

え
た
難
波
方

面
か
ら

の
視
線
が
働

い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
こ
の
説
話

の
場
合
、
話
し
手

の
意
識

に
お
け
る
大
和

の
富
雄
地
方

は
、
平
城

の
中

に
埋
没

し
重
な

っ
て
見

え
て
い
た

に
違
い
な

い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

重
要
な
地
名

の
四
至
概
念

に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
の
話
し
手
と
聞
き
手

の
間

に

お
け
る
か
な
り
微
妙
な
意
識

の
問

題
が
介
在

す
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特

に
、

伝
承
的

・
文
学
的
な
領
域

に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も

な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

「
伊
勢
物
語
」
初
段

に
お
け
る
、

「
な
ら
の
京
、
か
す
が
の
さ
と
」

の
場
合

は
、

い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

「
か
す
が
の
さ
と

に
、
し
る
よ
し
し

て
、

か
り

に
い
に
け
り
」
と
あ
る

こ
の
初
段

の
設
定

に
よ
れ
ば
、
語
り
手

の
視
線
は

平
安
京

か
ら
遙
か

に
大
き
く
働

い
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
、

い
わ
ば
北

ー
南

の
軸
で
把

え
ら
れ
て

い
る

「
か
す
が

の
さ
と
」

は
、

さ

ら

に
、

「
む

か

し
、
を
と
こ
、

う
ひ
か
う
ぷ
り
し
て
」
と
あ

っ
た
語
り
は
じ
め
の
口
つ
き
か
ら

し
て
、
遥

か
な
追
憶

の
時
間
的

距
離
を
も
そ
の
上
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、

そ
れ
は
か
な
り
　
漠
と
し
た
、
そ
し
て

一
層
古
代
的
な

「
か
す

が

の
さ
と
」

の
厩
念

へ
と
聞
き
手

の
心
を
誘

っ
て
行
く
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

そ
の

「
か
す
が

の
さ
と
」
は
、
所
謂
条

里
制

に
お
け
る

「春
日
里
」

の
概
念

に
さ
し
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
か
す
が

の
さ

と
」

は
、

「
ふ
る
さ
と

に
、

い
と
は
し
た
な
く
て
あ

り
け
れ
ば
、

云
々
」
と
続

い
て
ゆ
く
、
後
出

の

「
ふ
る
さ
と
」
を
導
き
出
し
て
行
く
ほ
ど

の
語
と
受
け
取

ら
れ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
語
り
手

は
、
打
ち
棄
て
ら
れ

て

い

る

都

の
、
嘗

て
は
華
や
か
で
あ

う
た
日

の
悌
が
遠
い
時
閤

の
中

に
い
く

ぷ
ん
荒

れ
果

て
よ
う
と
し

で
い
る
趣
を
、

そ
こ
に
背
景
的

に
設
定
し
よ
う
と
意
図
し
て

い
た

で
あ
ろ
う
か
ら
。
む
し
ろ
、
特
別

の
意
味
が
あ
る
と

い
え
ば
、

そ
れ
は

「
か
す

が

の
さ
と
」

の
方

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

や
が
て
本
稿

の
3

「
春

日
斎
宮
」

に
お

い
て
後
述
す
る
。
そ
れ
に
つ
け

て
も
先
述

の
、

「
奈
良
東
方
よ

り
平
城

・
佐
保

の
地
域
を
包
含
す
る
相
当
広
大
な
地
帯
」
と
述

べ
ら
れ
た

「
春

日

・
春
日
国
」

に
関
す
る
堀
池
氏

の
規
定
や
、

「春

日
山
を
望
み
拝
す

る
こ
と

の
で
き
る
範
囲

に
ま
で
春
日

の
地
名

は
称
さ
れ
た
と
い
え
る
」
と
さ
れ
た
永
島

氏

の
、

「古
代

の

一
時
代
」
に
対
す

る
立
言
が
、
極
め

て
深

い
意
味
合

い
に
お

い
て
思
い
返
さ
れ
て
来
る

の
で
あ

る
。

氏
も
そ

こ
で
引
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、

「武

烈
前
紀
」

に
お
け
る
影
媛

の
悲

(石
上
)

(布
留
)

(高
楢
)

し
み

の
道
中
歌
、

「
い
す

の
か
み

ふ
る
を
す
ぎ

て

・
こ
も
ま
く
ら

た
か
は

(大
宅
)

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

し
す
ぎ

も

の
さ
は
に

お
ほ
や
け
す
ぎ

は
る
ひ
の

か
す
が
を
す
ぎ

つ

(小
佐
保
)

ま
こ
も
る

を
さ
ほ
を
す
ぎ
…
…
」
と
あ
る
鮪
臣
埋
葬

の
場

の
伝

承

や
、

ま

た
、
そ
れ
よ
り
も

一
層
関
係
深
く

思
い
起

こ
さ
れ
る
の
は
、

「継
体
紀
」
七
年

み
ず
か

、
、

九
月
条
、
勾
大

兄
皇
子

(安
閑
天
皇
)
が
親
ら
春
日
皇
女
を
聰

し

て

歌

う
、

(八
島
)

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

「
や
し
ま
く
に

つ
ま
ま
き
か
ね
て

は
る
ひ
の

か
す
が

の
く

に
に

く
は

し
め
を

あ
り
と
き
き

て

よ
ろ
し
め
を
あ
り
と
き
き

て
…
…
」
と
続
く
妻
問

い
の
伝
承
歌
の
こ
と
で
あ
る
。
殊

に
、

そ
の
歌
の
詞
書
と
も

い
え

る

地

の

文

も
の
が
た
り

お
ろ
か

ふ
み
つ
く
る
み
ゃ
び

「是

に
、
月

の
夜

に
清
談
し
て
、
不
覚

に
天
暁
け
ぬ
。
斐
然
之
藻
、
忽

に
言

に

あ
ら
は

く
つ
で
う
た

形

る
。
乃
ち
口
唱
し

て
日
は
く
」
と
あ
る
の
は
、

そ
の
歌

の
結
句
が

「愛
し
け
く
も

い
ま
だ
言
は
ず

て

明
け

に
け
り
我
妹
」

)

と
結
ぼ
れ

て
い
る
の
と
呼
応
し
て
、

「
伊
勢
物

語
」
中

の
初
段
を
は
じ
め

い
く

つ
か

の
段

(例

え
ば

二

・
四

・
六
九
段
な
ど
)
に
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

-以
上
、
岩
波
文
学
大
系

'
「日
本
書
紀
」
下
二
九
頁
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わ
れ
る
が
、

い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

)

と
も
あ
れ
、

そ
の

「
か
す
が

の
さ
と
」

の
語
の
響
き

の
中

に
は
、

そ
の
時
代

に
先
行

し
た

い
く

つ
か
の
古

い
伝
承

の
世

界
を
、
聞
き
手

の

(あ
る

い
は
読
み

手

の
)
心

に
誘
わ
ず
に
は
お
か
な

い
強
力

な
効
果
が
あ
り
、

語
り
手
も
ま
た
そ

れ
を
期
待
し
た
語
で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
文
学
的

領
域

の
問
題

に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と

は
今
し
ば
ら
く
措

い
て
、
更

に
、
地
誌
的

・
歴
史
地
理
的
見
地
よ
り
す
る
考
究
を
続
け
て
行
く

こ

と
に
し
た

い
。

2

第
皿
部

に
論
述

伊
勢
斎
王
の
原
初
的
潔
斎
地

別
表

の
よ
う
に
、
原
初
的
斎

王
の
潔
斎
地

(
「
野
宮
」

の
初
見

は
、
布
勢
内

親

王
ー

「後
紀
』
延
暦
十
八
年

九
月

三
日
条

「
斎
内
親

王
発
二
野
宮

一。
赴

二

伊
勢

一
。」
と
あ
る
群
行
記
事
ー

で
あ
る
か
ら
、
朝
原
内
親
王
の
場
合
以
前
を

本
稿

で
は
こ
の
よ
う
に
呼
ぷ
)
は
、
殆
ど
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
大
來
皇
女

・

井
上
内
親

王

・
酒
人
内
親
王

・
朝
原
内
親
王
の
場
合
が
判
明
し
て
い
る
に
す
ぎ

な

い
。
然

し
な
が
ら
、

こ
の
井
上

・
酒
人

・
朝
原
と
続

い
た
母
子

三
代

の
そ
れ

が
判

明
す
る
の
は
、
誠

に
望
外

の
幸
せ
と
言
う
べ
き

で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
三
代

の
斎

王
こ
そ
は
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
と

こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
大

來
皇
女

の
場
合
は
平
城
京
時
代
を
余

り

に
隔
た
る

の
で
除
外
す

る
。

井
上
内
親

王
が
斎
王
に
ト
定
さ
れ
て
、

「北
池
辺
新
造
宮
」

に
移
る

の
は
、

「政
事
要
略
」
所
引

「官
曹
事
類
」

の
記
事

に
よ
れ
ば
、

養
老

五
年
九
月
、
僅

か
に
五
才

の
時

で
あ

っ
た
。

(七
一=
)

(元
正
)

「
官
曹
事
類
云
。

右
符
案
云
。

養
老

五
年
九
月
十

一
日
。

天
皇
御

二
内
安

(聖
武
)

殿

一。
…
…

(中
略

)
…
…
。
即
以
二
皇
太
子
女

井

上
王

}為

二
斎

王

一
。

傍

移

二
於
北
池
辺
新
造
宮

一
。
其
儀
。
右
大
臣
従
二
位
長
屋
王
率
二
参
議
以
上
及

侍
従
井
孫
王
等

一
而
前
従

レ
之
。
…
…

(以
下
列
次

一
六
五
字
略
)
…
…
。
左
右

衛
士
従
二
宮
門

一縫
に
繍
宮

一
道
。

両
辺
陣
立
至
レ
宮
安
置
詫

。

其
威
儀
従
者
及

衛
士
各
令
二
却
還

一
。
」

さ

て
、

こ
こ
に

「
北
池
」

と
あ
る

の
は
、
ど

こ
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
、

「内

裏

」
を
基
準
之
し

て
考
え
る
べ
き

で
あ
る
と
思
う

の
で
、
先
ず
直
ち

に
、

「
水

上
池
」

が
思

い
浮
か
ぶ
。

(第

2
図

参
照

)

養
老
五
年
と

い
う
年

は
、

「
平
城
京
発
掘
調
査
報
告

Ⅵ
」

に
あ
る
内
裏
造
営

の

「蘭

舞

区
分
」
に
よ
れ
ば
、
ち
ょ
・つ
ど
第
-
期
の
第
・
小
期
初
頭
に
相

当

し
て
い
る
。
即
ち
、

や
が

て
三
年
後
神
亀
元
年

に
来
る

べ
き
聖
武
天
皇

の
即

位

を
目
標
と
し
て
、
新
た
な
内
裏
造
営
計
画
が
、
こ
の
年
頃
か
ら

開

始

さ

れ

る
、
と

い
う
意
味
を
持

つ
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、

こ
の
養
老

五
年

に
あ

っ
て
は
、
ま
だ
事
実
上

は
、
第

-
次
内
裏
時
代

(絶
対
年
代

区
分

に
よ
る
第
Ⅱ

期

)
の
最
終
年

と
し

て
見
る
の
が
、
寧
ろ
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

第
Ⅱ
期

の
考
古
学
的
調
査

に
拠

る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
が
、

そ
の
調
査
結
果

を
見

て
も
、

「
第

1
次
内
裏
地
域

に
は
、
奈
良
時
代
初
め

に
さ
か
の
ぽ
る
内
裏

相
当

の
建
物

配
置
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
大
極
殿
相
当

の
規
模
を
も

つ
基
壇
建
物

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
結
果
、
第

2
次
内
裏
地
域

に
お
け
る
掘

立
柱
塀

の
囲

み
の
中

に
、
和
銅
創
建
の
内
裏

が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

」
注
9
)

る
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。
(

〉

」
と
あ
る
の
で
、
や
は
り
、
養
老
五
年
当

時

に
お
け
る
内
裏

の
位
置
は
、
第

2
次
内
裏
地
域

に
あ

っ
た
と
し

て
考
え
る
こ

と
が

で
き

る
。
従

っ
て
、

「
水
上
池
」
を
内
裏

の

「北

池
」
と
称
す
る
妥
当
性

は
失
わ
れ
ず
、
し
か
も
他
方
、
第

1
次

内
裏

地
域

の
西
北
方

に
は
、
か
な

り

大
き
な

「
西
池
」
及
び

「
西
池
宮
」
と
称
せ
ら
れ
る
地

区
が
存
在
し

て
い
る
の

で
、
そ
れ
と

の
対
照
的
な
関
係

位
置
に
あ

る
と

い
う
意
味

で
は
、
そ

の
可
能
性

(注
10
)

は

逆

に
強

ま
る

と

考

え
ら

れ

る

。

傍
点

引
用
者

年
表

上
掴
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〔別
衰
一原

初
的
罫
實

(初
斎
院

・
野
害
合
併
の
潔
斎
地
)
所
在
衰

天
武

持
統

文
武

元
明

元
正

聖
武

孝
謙

淳
仁

称
徳

光
仁

桓
武

平
城

大

来

皇

女

「
令
居

泊
瀬

斎
宮

」

(
「
書
紀

」
)

〈
記

録

な

し
V

当

誉

皇

女

泉

内

親

王

田

形

内

親

王

智

努

女

王

円

方

女

王

久

勢

女

王

井

上

内

親

王

県

女

王

小

宅

女

王

安

倍

内

親

王

↑
不 不 不

明 明 明

不 不

明 明

 

不

明

「移
於
北
池
辺
新
造
宮
」

不

明

不

明

不

明

「
政
事
要

略
」

「
官
曹

事
類

』

所
引

〈
記

録

な

し
〉

酒

人

内

親

王

浄

庭

女

王

朝

倉

内

親

王

布

勢

内

親

王

大

原

内

親

王

「権
居
春
日
斎
宮
」

不

明

(

「
続

紀

」

)

「
斎
居
平

城

」

(
「
続
紀

」

)

不

明

(

「
発
二
野
宮

一
赴

二
伊

勢

ご

ー

「
野
宮

」

初
見

)

不

明

(

「
移
二
入
野
宮

ご

)

　角 田文衛 『日本 の後 宮」 巻末付 載 の 「斎宮 表」 を参考

として作 成 した。〉
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oO

犠
驚

ゐ1
1

1
期

　
1

2
期

1
=

3
期

元

正

聖

武

淳

仁

保
良
宮
)

称

徳

光

仁

霊

亀

養

老

神

亀

天

平

広
嗣
ノ
乱

宝

字

仲
麻
呂
ノ
変
-

神

護

景

雲

宝

亀

8

う

11

2

馴

-

8

●

3

9

・

11

Q
げ
,

60

0
0

●

3

門δ

0

3

5

●

「0

1

・

17

第

1

部

関

係

略

年

表

-

■

7

12

・

12

6

■
7

4

・

14

10

・
1

U

・
13

2

・
訂

二
品
志
貴
親
王

(御
春
日
宮
天
皇
〉
藏
ズ
。
〈
大
安
寺
移
建
〉

遣
唐
使
、
神
祇
ヲ
蓋
山

(・・、功
サ
ヤ
マ
)
ノ
南

二
桐
ル
。

コ
ノ
頃
マ
デ
ニ
外
京
成
立
。
〈
元
興
寺
・
薬
師
寺
移
建
〉

藤
原
不
比
等
雍
ズ
。

井
上
内
親
王
斎
宮
走

〔傷
テ
劃

霧

ル
〕

井
上
内
親
王
群
行
ス
。
5
・
20
楯
波
池
ヨ
リ
瓢
風
起
リ
南
苑
ノ
ニ
樹
ヲ
吹
キ
折
ル
。
二
樹
椎
ト
化
ス
。

天
塁

松
林
苑

=

御
シ
・
琶

曇

・
。
・
;

天
皇

團

四

・
夢

、
王
臣
五
位
以
上
・
宴
・
。

天
皇
圏

ユ
御
シ
テ
五
位
以
上
ヲ
宴
ス
。

天
皇

一北
松
林

丁
一
御
シ
テ
騎
射
ヲ
覧
タ
マ
フ
。

皇
童

松
林

二
華

シ
テ
宴
ヲ
文
武
・
窒

賜
・
。
・

ー

蚕

西
襲

三
御
ス

(初
見
〉
。

角東
院
ビ
初
見
。

奮

別
宮
(聖
葵

皇
)、
圓

当

藁
大
量

薙

入
〔
墓

酵
諾

〕

《
大
宮
改
修
、
田
村
宮
二
遷
ル
V

光
明
皇
太
后
崩
御
。

《
平
城
宮
改
作
》

員東
院
玉
殿
成
ル
}

〔
春
日
四
社
明
神
鎮
座

(社
伝
)
〕

即
位
。
11
・
6
施
基

(志
貴
)
親
王
ヲ
「
御
春
日
宮
天
皇
」
卜
追
尊
ス
。
井
上
内
親
王
立
后
。

酒
人
内
親
王
書

差

〔隻

圏

圓圏

鳶

・
・
乙

。
認
自

灌

章
覚

。

{楊
侮
宮
成

ル
ご



更

に
、

「
造
酒
司
」
と
そ
れ
に
所
属
す
る
井
戸

の
遺
構
が
、
近
年

の
発
掘
調

査

に
よ

っ
て
確
定
さ
れ
た
。

そ
れ

に
よ
れ
ば
、

「
第

2
次
内
裏
外
郭

の
東
方
に

接
し
た
太
政
官

と
推
定
し

て
い
る
役
所
や
、.
そ
の
東

の
浅

い
谷

の
部
分

に
あ

っ

た
造
酒
司
…
…
…
、
造
酒
司
の
場
合
は

こ
こ
が

一
番
良
質

の
泉

の
あ

っ
た

こ
と

に
よ
る
占
地
で

(

)
.購

)
そ
れ
は
東
院
北
域

に
あ
戦

現
在

の
水
上
池
南

限

の
正
南

約
三
○
○

M
の
位
置

に
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
井
戸

に
関
し

て
は
、

「
二
基

の
井
戸

は
二
段
井
籠

組
で
き
わ
め
て
浅

い
が
、
湧
水
が
豊
富

で
常

に
オ

ー
バ
ー

フ
ロ
ー
し
て
い
た
ら
し
く
井
戸
枠
上
端
に
樋
を
と
り
付
け
て
排
水
し
て

(注
12
>

お
り
」

と
も
書

か
れ

て
い
る
。
思
う
に
、
斎
王
潔
斎
地

の
立
地
条
件
と
し
て

は
、

「水

が
清
浄
豊
富

で
あ
る
こ
と
」
、
そ
れ
に
、
神
事

に
伴
う

「
酒
造

の
便

あ
る

こ
と
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
し
か
も
、
幼
少

の
斎
王
を

で
き
る
だ
け
遠
隔

の
地

に
は
置
き

た
く
な

い
と

い
う
心
理
的
条
件
も
当
然
加
味
さ
れ
て
く

る
で
あ

ろ
う
。

(
父
宮

は
当
時

二
十

一
才
の
皇
太
子
首
親

王
。
)
現

に
、
井
上
内
親
王

の
伊
勢

群
行

は
十

一
才

の
時
で
あ
る
か
ら
、
後
の

『
延
喜
斎
宮
式

」
の
規
定
す

る
期
間
の
実
に
二
倍

に
当
た
る
六
年
間

に
亙

っ
て
い
る
。
制

度
的

に
定
着
し
て

い
な
か

っ
た
原
初
的
斎
王

の
時
代

と
は
言

っ
て
も
、
六
年
間

の
潔
斎
期
間

は
長

き

に
過
ぎ
る
。

そ
こ
に
も
遠
隔
地

に
手
離
し
得
な
か

っ
た
心
理
的
事
情

の
介
在

が
窺
え
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
筆
者

は
、
原
初
的
斎

王
の
時
期

の
潔
斎
地
は
、
原

則
と
し

て
内

裏

に
程
近

い
地
域
だ
と
想
定

し
て

い
る
。
後

の

「斎
宮
式
」
は

「城
外

の
浄
野

を
ト
し
」
と
あ

る
が
、
平
城
宮
の
外
郭
は
、
時
と
共

に
変
化
す
る

(例

え
ば
東

院

の
ご
と
く
)
の
で
、
時

に
は
城
外

に
近

け
れ
ば
城
郭
内

で
あ

っ
た
か
も

し
れ

な

い
、
と
さ
え
思
う
。

そ
の
故
は
、

こ
れ
ら
原
初

的
時
代

に
あ

っ
て
は
、
初
斎

院

(宮
城
内

に
ト
す

)
と
野
宮
と

の
分
科

が
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と

(注

13
)

が
、

そ
の
特
徴

で
あ

る
か
ら

で
あ
る
。

〔補
注
-
)

傍
点

引
用
者

さ

て
、

こ
の

「
北
池
辺
新
造
宮
」

に
つ
い
て
は
、
年
表
を
見
る
と
、
井
上
群

(七
二
七
)

行

の
神
亀
四
年

の
直
後
か
ら
、

「
松
林
苑
」

・

「
松
林
」

・

「松
林
宮
」

・

「

北
松
林
」
と

い
う
、
節
日
ご
と
に
使
用
さ
れ
る
特
定
地
区
が
出
現
し
て
来
る

こ

(七
二
九
〉

と
に
注
目
し
た
い
。

そ
れ
は
、
天
平
元
年
を
初
見

と
し
同
十
年
を
最
後
と
し
て

十
年
間

に
集
中

し
て
い
る
が
、
し
か
も

そ
の
規
模

が
漸
次
拡
充
さ
れ
て
行
く
様

子

が

「
続
紀
」
の
辞
章

の
問
か
ら
も
窺

い
知
ら
れ
る
。

私
見

に
よ
れ
ば
、
第

2
次
内
裏
地
域
正
北

に
は
所
謂

「市

庭
古

墳
」

(
「伝

平
城
天
皇
陵
」

)
の
後
円
部

が
小
丘
と
な

っ
て
残
存
す
る

の
で
、

そ
れ
を
避
け

て
、

「水
上
池
」
西
岸
か
南
岸

(内
裏

か
ら
す
れ
ば
北
東
方

)
に
そ
の
地
域
は

あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
即
ち
、
造
酒
司

の
泉

の
水
脈
は
、
内
裏
北
方

の
佐
紀

丘
陵
部
に
発

し
て
、

「
水
上
池
」
及
び
そ
の
西
端

に
走
り
、

所
謂

「
松
林
」
の

地
を
形
成

し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
井
上
内
親
王
伊
勢
参
向
前
の

潔
斎
地
と
し
て
ト
定
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
を
、
群
行
後

に

「苑

」
と
し
た
の
は
、

そ
の
立
地
条
件

の
良
好

さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

こ
れ
を

一

種

の
シ
メ
ノ

(禁

野
)
と
し
て
、

そ
の
不
浄
化

忌
避

の
た
め
に
、
節
日

に
限
り

立
入
る
特
定

の
場
所
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
解
さ
れ
る

の

で

あ

る
。
そ
れ

が
、
時

の
経
過
と
共

に

「
宮
」

が
出
来
、
次
第

に
騎
射
な
ど
も
行

わ
れ
る
よ
う

に
変
貌
発
展
を
遂
げ

て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
因

に
、
平
安
京

の

「
野
宮
」
も
、

そ
の
初
期

に
あ

っ
て
は
、
北

野
に
あ

っ
た

こ
と
も

こ
こ
に
想
起
さ
れ
る
.

(
「西
宮
記
」
巻
八
)

〔補
注
2
)

4

「春
日
斎
宮
」

さ

て
、
や

っ
と

「
酒
人
内
親
王
」

に
到
達
し
た
。

(注
14
)

(多
ト
モ
)

「
日
本
輿
地
通
志
」

大
和
国
添
上
郡

「神
廟
」

の
項
に
、

「
宇
奈
太
理
坐

高
御
魂
神
社
」
と

い
う

の
が
あ
り
、
そ
れ
に
割
注
し
て
、
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(八
五
九
)

大

。
月
次

。
相
嘗
。
新
嘗

。

貞
観
元
年

四
月

授
正
三
位

○
在
法
華
寺
村
今

称

二
楊

梅
天
神

一

孝
謙
天
皇
譲
位
之
後
暫
為
二
皇
居

一宝
亀

三
年
十
二
月
設
二

零

些

(

)

と
あ
る
が
、

こ
の

「
宝
亀
三
年
十

二
月
設
斎
干
此
」

の
文
字

は
、
大

い
に
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
そ

の
前
文
と
は
時
期
的

に
も
相
達
し
て

い

て
、
全
く
無
関
係

で
あ
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な

い
。
に
も
拘
ら
ず
、
何
故

に
い

き
な
り
こ
の
文
を
出
し
て
い
る
の
か
。
し
か
も
、

そ
の
年
時

は
、
本
稿
冒
頭
で

示
し
た

「
以
酒
人
内
親

王
為
伊
勢
斎
、
権
居
春
日
斎
宮
」

(
「
続
紀
』
)
の
宝

亀
三
年
十

一
月
十
三
日
に
極
め

て
近
接
す

る
。

現
存

し
て
い
る
社
地

は
、
造
酒
司
の
南

に
広
が
る

「東
院
」

(内
裏
外
郭

の

東
突
出
部
)
内
の
東
南
部

で
、
先
年
見
事
な
園
池

(
日
本
式
庭
園

の
祖

形
と
思

わ
れ

る
)
や
緑
和
軒

瓦
な
ど
が
発
掘
さ
れ
た
地
域

に
殆
ど
西
接
し

て
お
り
、
し

か
も
、

そ
の
地
点
だ

け
自
然
地
形
を
造
成
し
な

い
ま
ま
残

さ
れ

て
い
る
地
区

に

(注
15
)

当
た

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
光
明
子
の
皇

后
宮

で
あ

っ
た
旧
法
華
寺

の
地
域
と

は
、
や
は
り
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
の
発
掘
園
池
に

つ
い

て
は
、

「
そ

の
は
じ
ま
り
は
称
徳
天
皇
の
東
院
か
、

さ
ら
に
古
く
は
聖
武
天
皇

の
東
宮
時
代
以
来

の
も

の
か

い
ま
だ
に
明
ら
か

で
は
な
い
が
、

そ
の
廃
絶
の
時

期
は
奈
良
時
代

終
末
期

で
、
光
仁
天
皇

の
楊
梅
宮
の
庭
園

で
あ

っ
た
可
能
性
が

(注

16
)

推
定
さ
れ
る
。
」
と

い
う
記
述
が
あ

る
。
先
述

の
割
注

に

「
孝
謙
天
皇
譲
位
之

後
暫
為
皇
居
」

と
あ

っ
た
記
事

の
信

悪
性

は
高
ま
る
。
更

に
、
光

仁
天
皇
楊
梅

宮

の
宮
域

に
関
係
あ

り
と
す
れ
ば
、

そ
の
皇
女

で
あ

っ
た
酒
人
内
親
王
が

「
伊

勢
斎
」
と
な
さ
れ
て

「
権
居
」
さ
れ
た
と

い
う
所
謂

「
春

日

斎

宮
」

の

位
置

は
、
実
は

こ
の

「宇
奈
太
理
坐
高
御
魂
神
社
」

の
地
域

で
は
な
か

っ
た
か
、
と

い
う
考
え

に
も
導
か
れ
る
。
従

っ
て
先
述

の
、

「
宝
亀

三
年
十

二
月
設
斎
干
此

」
と
あ

っ
た

「斎
」

の
意
味
は
、

「続
紀
』

に
あ

っ
た

「
伊
勢
斎
」

の
略
と
し

傍
点

引
用
者

て
解
さ
れ
、

「続
紀
」

に
は
、

「
十

一
月
十

三
日
」
と
あ

っ
た
が
、
そ
れ
を

「

十

二
月
」
と
記
し
た
の
は
、
ト
定
時

と
入
斎
宮

(初
斎

院

・
野
宮
合
併
の
原
初

的

潔
斎
地

へ
入
御
)
の
時
と

の
必
然
的

な
ず
れ
と
解
さ
れ
る
。

そ
し

て
、
初
斎

院
と
野
宮
と

の
分

離
が
な

い
の
が

こ
の
原
初
的
形
態

の
特
徴

で
あ
る
か
ら
、
父

帝
光
仁

の
楊
梅
宮
に
極
め

て
近
接
し
て
、
同
じ
宮
域
内

に
あ

っ
た

こ
と
も
考
え

(注
17
)

ら
れ

て
来
る
。
思
え
ば
、
父
帝
光
仁

が
藤
原
百
川
等

の
策
謀

に
よ

っ
て
擁
立
即

位

さ
れ
た

の
は
、
実

に
卒
爾
の
間

で
あ

っ
た
。
既
に
六
十

二
才

の
老
天
皇

は
、

当
時
十
七
才
の
酒
人
内
親
王
を
、
殊

の
外
愛
さ
れ
た
ら
し
い
。
即
位
直
後

の
皇

親
軽

で
嫉

い
き
な
り
三
品
に
直
叙
さ
れ
て
い
る
。

)

列
袋

王

の
特
定
な
潔
斎
地
域
と
し
て
上
述

し
て
き
た
宮
城
内
裏

の
北
-
東
方
向

と
は
事

変
わ

っ
て
、
父
帝
光
仁
が
身
近
な
楊
梅
宮
域
内
に
斎

王
の
た
め

の
潔
斎
地
を
設

け
ら
れ
た

こ
と
を
、

こ
の

「権
居
」
と

い
う
用
字

は
表
わ
し
て
は

い
な
い
か
。

「
権
」
は

「
イ
、

ま
に
あ
わ
せ
、
方
便
。

ロ
、
か
り
そ
め
、

一
時
」

(諸
橋

「大
浅
和
」
)

と
あ
る
。

伊
勢
参
向

の
準
備
期
間
と
い
う
、
斎
王
潔
斎

の

一
般
的

な
性
格

に
由
来

す
る
用
語
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、

「権
居
」
と

い
う

用
字
例
は
、
斎

王
に
関
し
て
は
、
他

に
例
を
見

な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
更

に
重
大
な

こ
と
は
、

こ
の
菟
足

(宇

奈

太

理
)
社

こ
そ
、
元

(
七
五
六
)

来
、
春
日
郷

(春
目
庄
)

の
鎮
守

で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
勝
宝
八
年
十

二

月
、
聖
武
天
皇

の
春
日
別
宮

の
地
が
東
大
寺

に
勅
施
入
さ
れ
て
所
謂

「
東
大
寺

領
春
日
庄
」

が
成
立
す
る
以
前

か
ら
、
そ

の

「春

日
郷
」
地
域
の
鎮
守
と
し
て

(
注
18
)

考
え
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

」六
九
二
)

菟
足
社

の
初
見
は
、

「持
統
紀
」
六
年
十
二
月

二
十
四
日
条

に
、

「
遣
二
大
夫
等

一
、
奉

一一新
羅
調
於

五
社
、
伊
勢

・
住
吉

・
紀
伊

・
大
倭

・
菟

名
足

ｰ
。
」

と
あ

っ
た
が
、

そ
れ
以
後
は
正
史

に
見
え
な
い
。
即
ち
、
持
統
六
年

の
当
時

に

第
∬
部

で
後
述

一10一



あ

っ
て
は
、

五
大
社

の
中

に
数

え
ら
れ
、
し
か
も
、
南
大
和

(山

辺
郡
)
の
大

倭
社

に
対

す
る
北
大
和
を
代
表
す

る
位
置
を
与
え
ら
れ
た
、
極
め
て
高

い
神
格

(七
五
六
)

で
あ

っ
た
。

そ
れ
が
、
勝
宝
八
年
、
春
日
庄

(京
東
六
条

三
四
里
、
七
条

三
四

里
)
成
立

に
及

ぷ
時
も
、
そ
の
庄

の
鎮
守
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
当
然

そ
の
庄
内

(
一○
一
一
〉

に
社

地
を
有
し

て
い
た
の
で
あ

っ
た
が
、
後
、

寛
弘
八
年

の
頃
か
ら
菟
足
社
神

主

職
権
を
め
ぐ
る
紛
争
が
激
化
し
、
遂

に
菟

足
社
地
を
中
心
と
す

る
春
日
庄
地

(注
19
〉

は
興
福
寺
側

に
掠
め
ら
れ
、
新

た
に
今
木
庄
の
立
荘
と
な
る
。
従

っ
て
、
現
在

の

「宇
奈
太
理
坐
高
御
魂
神
社
」
が
、
今

日
の
社
地

に
遷
座
さ
れ
た

の
は
、
寛

弘
頃

の
紛
争
後

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
何
故
、

酒
人
斎
居

の
宮
を

「春

日
斎
宮
」
と
称
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、

酒
人
が
、
そ
の
二
年
前

の
宝
亀
元
年

十

一
月
六
日
、
即
位
直
後

の
光
仁

の
詔
に

よ

っ
て

「
御
春

日
宮
天
皇
」
と
追
尊
さ
れ
た
施
基
皇
子
の
御
孫

に
当
た
る
縁

に

よ

っ
て
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

従

っ
て
、
援
世
、
旧
春

日
庄

の
菟
足
社

が
そ

の
社
地
を
失

っ
た
時
、

こ
の
地
に
移

る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
寧
ろ
逆
に
、

そ

の
縁
、

つ
ま
り

「
御
春
日
宮
天
皇
」
と

そ
の
御
子
、
光
仁
天
皇

の
楊
梅
宮
趾

に

連
な
る
ゆ
か
り
に
よ
る

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
尤
も
、
光
仁
天
皇
が
、
父
君
施

基

皇
子

の
春

日
宮
地

の
鎮
守

で
あ

っ
た
菟
足
社
を
分
桐

し
て
、
既
に
早
く
、
楊

梅
宮
域

に
宮
廷
鎮
護

の
社
と
し
て
勧
請
さ
れ

て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
な
く
も
な

い
。
毛

し
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

「
春

日
斎
宮
」
の
呼
称
は

そ
の
所
縁
に
由

る

と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、

「春

日
斎
宮
」

の
称
は

「
御
春
日

宮
天
皇
」

に
連
な
る
ゆ
か
り
で
あ

る
こ
と

に
変
わ
り
は
な

い
。
そ
し
て

「
御
春

日
宮
天
皇
」

(施
基
皇
子
)
は
、
天
智
天
皇

第

七
皇
子

で

あ

り
、

そ
の
御
名

(注
20
)

は
、
芝
基

・
志
紀

・
志
貴
に
も

つ
く

る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、

そ

の

人

は
、
万
葉
集
第

二
期
有
数

の
歌
人
と
し

て
も
世

に
名
高

い
。

つ
ま
り
、「
春
日

の

里
」
と

「
春
日
斎
宮
」
と
は
、

そ
の
名
歌
人

「
御
春
日
宮
天
皇
」
を
媒
介
と
し

て
、
間
接
的

に
関
連

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

と
も
あ
れ
、
上
述
し
た
諸
状
況
を
総
合
し
た
結
果
、

「
春
日
斎
宮
」
酒
人
内

親

王
の
潔
斎
地
は
、

「
東
院
」

の
東
南
隅

に
近
年

発
掘

さ
れ
た
園
池
地
域
に
西

接
す
る
、
自
然
地
形

の
ま
ま

に
現
存

し
た
今
日

の

「宇
奈
太
理
坐
高
御
魂
神
社

〔補
注
3
〕

」

の
地
区
、

あ
る
い
は
、
少

く
と
も

そ
の
付
近

で
あ

っ
た
、
と
結
論
す
る
。

お
わ
り
に
ー

「春
日
」
の
ゆ
か
り

筆
者

は
最
初
、

「
春
日
斎
宮
」

の
所
在

が

「春

日
の
里
」

に
あ

っ
て
、

『
伊

勢
物
語
」
初
段

の
読
者

(平

安
初
期

の
)
た
ち
の
耳

に
は
、

「春

日
の
里
」
と

い
う

こ
と
ば

の
響
き

の
中

に
、

「
春
日
斎
宮
」

酒
人

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
な
り

直
裁

に
浮

か
ぶ
も

の
と
考
え
て
い
た
。

(そ
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
第
11
部
〉

と
こ
ろ
が
、

こ

こ
ま

で
思
索
を
詰
め
、
現
地

に
も
足
を
運
ば
せ

て
み
た
結
果
、

「春

日
斎
宮
」

の
位
置
を
、
単
純

に
、
春

日
山
ま
た
は
高

円
山
西
麓
あ
た
り
に
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る

「春

日
宮
」

「春

日
離
宮
」

「
春
日
別
宮
」

の
方
向

へ
は
持

っ
て
行
け
な

い
、
と
い
う
考
え

に
到
達
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

「
春
日
斎
宮
」
が
、
あ
く
ま

で
、

「
春

日
郷
」

(
春

日
の
里
)
の
ゆ
か
り
の
中

に
包
ま
れ
な
が
ら
存
在
し
て

い
た
と
い
う
事
情
が
同

時

に
解

け
た

こ
と
に
対
し
て
は
、
却

っ
て
意
義
深

い
も
の
を
感
じ

て
い
る
。

延
暦
鴎
楚

月
廿
四
日
条
に
・

「
天
皇
行
二
幸
平
城
宮

一。
先

レ
是
、
朝
原
内
親
王
斎

二
居
平
城

一。
至

レ
是
、

斎
期
既
寛
。
将

レ
向

二
伊
勢
神
宮

一。
故
、
車
駕
親
臨
発
入
。
」

(
「続
紀
』
)

と
あ
る
辞
行
記
事

に
よ

っ
て
、

酒
人
内
親
王

の
生
子
、
桓
武
皇
女
朝
原
内
親

王

が
既

に
斎
宮

に
ト
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ

の
潔
斎
地

に

つ
い
て
は
、
極
め
て
大
ま
か

に
、
た
だ

「
平
城
」
と
記

さ
れ

て
い

る

こ
と
に
注
目
し
た

い
。

こ
れ

は
、
長
岡
京

遷
都
が

そ
の

前

年

十

一
月

で
あ

う11 一



り
、
遷
都
後
ま
だ

一
年
も
経

て
い
な

い
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
人

々
の
心

に
平

城
京

は
既

に

「
ふ
る
さ
と
」

の
遠
さ

で
あ
り
、
新
都
長
岡
か
ら
の
遙
か
な
心
理

的
視
点
を
も

っ
て
書

か
れ
た
故

で
あ
る
、

と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
伊
勢
物

語
」
初
段

の

「
昔
男
」
が

「
し
る
よ
し
し
て
」
訪
れ
た

「
な
ら
の
京
」

も
、
既
に
遠
い

「
ふ
る
さ
と
」

で
あ

っ
た
。
平
安
京

か
ら
す
れ
ば
、
長
岡
京
さ

え
既
に
、

「
な

が
お
か
と

い
ふ
所
に
」

(
五
八
段

・
八
四
段
)
と
言
わ
れ
る
だ

け
の
遠

い
距
離
が

介
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

文
学
作

品
の

世
界

は
、

更
に
心
象

の
内
部

に
お
い
て
醸
成
さ
れ
、

朧
化
さ
れ
る
。
従

っ
て
、

「
伊

勢
物

語
」
初
段

で
、

「
な
ら

の
京
、
か
す
が
の
さ
と

に
」
と
物

語
作
者
が
殊
更

に
書

き
留
め
た
心
は
、
後

に
来

る

「
か
す
が
の
の
わ
か
む
ら
さ
き
」

の
歌

の
所

縁

に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き

い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の

「
か

す

が
の
さ
と
」

「
か
す
が
の
」

の
語

の
イ

メ
ー
ジ
の
中

に
、

「春

日
斎
宮
」

の

面
影
を
も
反
映
す
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
ば
ー

、
も
し
も
、
ほ

の
か
に
で
も
そ

の
よ
う
な
《
伊
勢

V
志
向

へ
の
心
的
効
果
が
存
在

し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ

は
、

「初

段
」
解
釈

の
起
点
と
し

て
の
示
唆
を
当
時

の
読
者

の
心

に
呼
び

お
こ
す
ば
か
り

で
な
く
、
積
年

の

「
伊
勢
物

語
題
名
考
」

に

一
つ
の
結
着
を
齎

す

こ
と

に
も
な
る
の
で
あ

る
。

筆
者
は
、
尚
、
第
董
部

に
お

い
て
、
歴
史
的
視
野
か
ら

の
追
求
を
続
け
た

い

と
思
う
。

森
薙

「
奈
良
を
測
る
」

(
昭
妬

・
8
)

一
二
六
頁

岸
俊
男

「
ワ
ニ
氏
に
関
す
る
基
磯
的

研
究
」

(昭
35

・
10
発
表
)
〔
「
日
本
古
代
政
治
史
研
究
」

所
収

(
昭
41

・
5
)
〕
五
五
頁

堀
池
春
峰

「
春
日
離
宮
」

〔
「
田
山
方
南
華
甲
記
念
論
文
集
」
所
収

(
昭
認

・
-
〉
〕

二
三
頁

永
島
福
太
郎

「
春
日
国

・
春
日
郷

・
春
日
庄
」

(
「
大
和
文
化
研
究
」
5
=
12
、
昭

35

・
12
)

一
八
頁

注

1
「前
掲
書
」
同
頁

永
島
福
太
郎

「奈
良
」

(日
本
歴
史
叢
書
、
昭
認
・
11
)
五
八
頁
。
尚
、

「日
本
霊
異
記
」
の

例
示
個
所
は
、
中
巻
第
八

「腋
二
蟹
蝦
命

一放
生
得
二
現
報

一縁
」
冒
頭
部
。
「置
染
臣
鯛
女
は
、

奈
良
の
京
の
宮
の
尼
寺
の
上
座
の
尼
法
=
が
女
な
り
。
」

(岩
波
大
系
本
の
訓
に
よ
る
)
同
書

頭
注
に

「登
美
寺
。
大
和
国
添
下
郡
鳥
見
荘
に
あ

っ
た
隆
福
尼
院
と
い
う
。
今
、
奈
良
県
生
駒

郡
富
雄
村
。
厳
密
に
は
奈
良
京
で
は
な
い
。
」
と
あ
る
。

『政
事
要
略
」
所
引

『官
曹
事
類
」

(新
訂
堪
補
国
史
大
系
第
二
十
八
巻
、
昭
10

・
8
)
七

一

頁
。
尚
、

「古
事
類
苑
」
神
祇
部

「斎
宮
」
所
収
本
文

(六
九
九
貰
)
に
は

「左
右
衛
士
」
を

「右
衛
士
」
と
だ
け
あ
る
が
、
恐
ら
く
は

「左
」
字
の
誤
脱
と
見
ら
れ
る
の
で

「
国
史
大
系
」

本
に
従
っ
た
。

ま
た
、

「国
史
大
系
」
本
は

「至
二
斎
宮
道
こ

と
訓
ん
で
い
る
が
、

こ
の
場

合
、

「斎
宮
道
」
な
る
固
有
の
道
筋
が
確
立
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
、

「古
事
類
苑
」
本
の

「至
二
斎
宮
一道
」
と
訓
む
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

「平
城
京
発
掘
調
査
報
告
W
リー

内
裏
北
外
郭
の
調
査
」

(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第

二
十
六
冊
、
昭
51

・
3
)

一
五
七
頁

注
8

「前
掲
書
」

一
五
六
頁

堀
内
民

一
「定
本
萬
葉
集
大
和
風
土
記
」

(昭
訂
・
8
)
所
収

「佐
紀
の
松
林
」
の
項
に

「今

は
、
水
上
池
と
い
う
大
き
な
農
耕
用
の
貯
水
池
が
あ
っ
て
、
む
か
し
の
佐
紀
沼

・
佐
紀
沢
を
連

想
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
」

(
一
九
八
頁
)
。
ま
た
、
池
田
源
太

「大
和
の
南
北
I
l
歴
史
と

文
学
」

(奈
良
文
化
選
書
第
四
集
、
昭
49
・
3
>
所
収

「佐
紀
沢
の
カ
キ
ツ
バ
タ
」
も
、

「万

葉
集
」
三
○
五
二

・
二
八

一
八
を
引
か
れ
て
、

「
こ
こ
で
は
、
佐
紀
沼
と
な

っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
あ
た
り
平
城
京
北
の
沼
沢
地
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
」

(九
四
頁
)
と
さ
れ
、
同

様
の
ご
意
見
の
よ
う
で
あ
る
。
水
上
池
が
所
謂

「農
耕
用
の
貯
水
池
」
と
し
て
人
工
的
に
造
成

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
今
日
の
形
態
か
ら
推
し
て
当
時
の
様
相
を
推
定
す
る
こ
と
は
危
い
と
し
て

も
、
少
く
と
も
沼
沢
地
帯
で
あ
り
豊
富
な
水
脈
が
存
在
し
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

坪
井
清
足
編

「平
城
宮
跡
」

(
〔日
本
の
美
術
〕
鵬
号
、
昭
50

・
12
)
四
○
頁

佐
藤
興
沿

「平
城
京
と
平
城
宮
」

〔上
田
正
昭
編

「都
城
」
昭
51

・
5
〕

一
七

一
頁

甲
田
利
雄

「斎
宮
覚
書
」

(其

一～
三
〉

〔〈
史
料
纂
集
V
会
報
所
収
、
昭
42
=
43
〕

「六

一
巻
二
五
冊
、
五
畿
内
志
、
関
祖
衡
編
。
享
保
二
○
、
二
一
刊
。
」

(
「国
書
総
目
録
」

に
よ
る
)

阿
部
義
平

「平
城
宮
の
内
裏

・
中
宮

・
西
宮
考
」

(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

「
研
究
論
集
1

」
所
収
)
八
三
頁

注
11

「前
掲
書
」
三
八
頁
。
ま
た
、
注
12

「前
掲
書
」

一
五

一頁
に
は

「孝
謙
朝
の
東
院
」
と

あ
る
。
尚
、

「楊
梅
宮
」
に
関
し
て
は
、
岸
俊
男

「藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
」

(
昭
31

・
6
発

一12一
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表
〉

〔
「
日
本
古
代
政
治
史
研
究
」
所
収
〕
四
ニ
ニ
ー
三
頁
.
.

「続
紀
」
に
お
け
る

「設
斎
」
記
事
は
、
30
例
を
数
え
る
。
そ
し
て
、
宝
亀
年
間
だ
げ
で
も
8

例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

一
々
に
つ
い
て
述
ぺ
る
紙
幅
を
持
た
な
い
が
、
そ
の
数
か
ら
言
っ
、

て
も
、
当
時
に
あ

っ
て
か
な
り
一
般
的
な
用
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
し
か
も
、
そ
の
30

例
の
す
べ
て
が
仏
式
会
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の

「設
斎
」
記

事
の
中
に
、
宝
亀
三
年
十
二
月
二
十
三
日
条

「彗
星
見
南
方
、
屈
僧

一
百
口
、
設
斎
於
楊
梅
宮

」
と
あ
る
の
は
、
問
題
の
記
事
と
同
年
同
月
で
あ
り
、
場
所
は

「楊
梅

宮
」
で
あ

り
、
し
か

も
、
か
な
り
異
色
記
事
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
に
、

一
応
注
意
を
惹
く
が
、
や
は
り
、
す

べ
て
が
仏
式
斎
会
で
あ
る
30
例
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
の
で
、
問
題
の

「設
斎
干
此
」
を
こ
の
記
事
に
擬
す
る
こ
と
は
賛
成
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

「輿
地
通
志
』
の

編
者
が
そ
こ
で
殊
更
に
紀
し
た

「斎
」
の
意
味
は
、
や
轄
り

「伊
勢
斎
」
で
あ

っ
た
と
考
え
た

い
の
で
あ
る
。

=

、

注
4

「前
掲
論
文
」

=

一頁

こ
の
あ
た
り
の
立
論
は
、
注
3

・注
4

「前
掲
論
文
」
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

尚
、
赤
松
俊
秀

「東
大
寺
領
大
和
国
春
日
荘
に
つ
い
て
」

(
「仏
教
史
学
」
11
r
2
、
昭
認

・

11
)
は
、
春
日
荘

.今
木
荘
間
の
紛
争
に
関
し
て
極
め
て
詳
細
で
あ
る
。

竹
内
理
三
.
山
田
萎

篭
.
平
野
邦
雄
編

「日
本
古
代
人
名
辞
典
」
第
四
巻

(昭
38
)
、
八
七
五

-
六
頁
。
沢
鴻
久
孝

「万
葉
集
注
釈
」
巻
二

(昭
お
)
五
一
五
頁
。
五
味
智
英
編

「万
葉
集
必

携
」

(昭
紐
)
二
六
五
ー
六
頁
。
い
ず
れ
も
同
説
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
つ
た
。

(騒

・
2
・
11
稿
)

〔補
注
〕

1

春
日
里

(京
東
五
条
四
里
〉
の
北
端
十
噌.丁

十
三
坪
の
地
に
、
か
つ
て

「北
池
」
と
称
す
る
池
が

存
在
し
て
い
た

(現
在
は
埋
立
て
ら
れ
て
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
)
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
池
は
、

能
登
川
を
間
に
挾
ん
で
同
条
里
七

・
八
坪
に
現
存
し
て
い
る

「南
池
」
と
対
照
的
な
位
　
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
春
日
里
の
地
で
あ
る
の
で
、

「北
池
辺
新
造
宮
地
」
の
有
力
な
候
補
地
で
あ
る
か
魔
見
え

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
は
全
く
咳
当
し
な
い
と
言
う
外
な
い
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

前
掲
注
7
の

「政
事
要
略
」
所
引
の
文
は
、

「其
儀
云
々
」
と
、
斎
王
移
御
の
列
次
を
雛
述
毛
売

後
、
「左
右
衛
士
、
従
二宮
門

一至
二
斎
宮
一道
、
両
辺
陣
立
、
至
レ宮
安
置
詑
」
と
述
べ
て
い
ず
。
「宮

門
」
と
は
宮
城
外
郭
の
門
た
る

「冨
城
門
」
の
』
つ
内
側
の
門
を
意
味
し
鳴
外
門

・中
門

・
内
門

■(

殿
門

.
閤
門
)
の
う
ち
の

「中
門
」
を
称
す
る
語
で
あ
る
。

(思
想
大
系

「律
令
」
昭
51
「
捕
注
六

一
五
頁
)
即
ち
、
右
の
文
は
、
平
壊
宮
朱
雀
門
丙
側
の
所
謂

「中
町
」
前
を
起
点
と
し
で
、

7
轟
池

辺
新
造
宮
」
た
る

「斎
宮
」
の
地
ま
で
の
距
離
を
、
左
右
衛
士
が
二
列
と
な
っ
て
儀
伐
警
固
の
障
を

立
て
た
、
と
解
さ
れ
る
。
と
ら
鴛

ぎ
暁
、
養
老
五
年
に
お
け
る
左
右
衛
士
の
人
員

を
考

え
る

に
、
元
来
そ
の
定
員
は

「職
員
令
」
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
養
老
二
年
五
月

「続
紀
」
に

「定
二
衛
士
数

門、
国
別
有
レ
差
」
と
あ
う
て
、
拡
大
し
た
新
都
城
に
即
応
し
て
衛
士
府
の
人
員
整
備

が
な
惑
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
笹
山
晴
生
氏
の

言
わ
れ
る

「八
世
紀
を
づ
う
じ
て
、
少
な
い
と
き
で
も
…
左
右
衛
士
府
各
六
百
人
」

(
「古
代
国
家

と
軍
隊
」
昭
50
・
7
。
六
九
頁
〉
を
準
拠
と
し
て
、
各
六
百
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

「軍
防
令
」

に
「
凡
衛
士
者
、
中
分
、

一
日
上

一
日
下
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
半
数
の
各
三
百
名
が
実
働
人
員
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
衛
士
府
本
来
の
任
務
は
、
〈

「中
門
井
御
垣
廻
及
太
蔵
内
蔵
民
部

.外
司
喪
儀
馬
寮
等
」
に
衛
士
を
配
置
し
て
防
守

・
検
行
す
る
V

(
「宮
衛
令
」
4
項

「古
記
」
所
引

別
式
)
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
に
沸

「両
辺
陣
立
」
の
供
奉
人
員
は
、
更
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
平
城
宮

「中
門
」
=の
数
は
、
第
二
次
内
裏
だ
け
で
も
八
門
は
降
る
ま
い
。
第

甲次
内
裏
は
ま

だ
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
そ
れ
に
、
御
躯
及
諸
官
衙
へ
の
配
備
を
考
え
て
く
る
と
、
左
右
分
掌

し
て
も
か
な
り
人
数
を
割
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
陣
立
す
る
衛
士
の
人
員
は
結
局
各
二
百
五
十
人
程

う度
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
そ
の
人
員
を
も
っ
て
盾
の
陣
を
立
て
、
歯
簿
の
途
次
両
辺
に

列
立
す
る
場
合
、
各
衛
士
の
間
隔
は
い
か
が
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
、
陣
列
の
距
離
は
い
か
が
で
あ

っ
た
か
。

も
し
仮
り
に
、
天
皇
の
御
杖
代
た
る
斎
王
の
入
野
窟
渡
御

(た
だ
し
野
宮
制
確
立
以
前
で
あ
る
が
、

む
リし
ろ
、
以
前
で
あ
る
故
に
)
が
、
幽
簿
に
準
ず
る
重
さ
を
持
つ
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
の
行
列
の

主
が
今
を
時
め
く
皇
太
子
首

(聖
武
)
の
僅
か
五
才
の
王
女
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
更
に
ま
た
、
そ

の
前
年
八
月
に
雍
じ
た
右
大
臣
藤
原
不
比
等

(左
大
臣
は
閾
)
の
後
を
襲
っ
て
着
任
し
た
ば
か
り
の

右
大
臣
長
屋
王
が
自
身
先
頭
に
立
っ
て
、
参
議
以
上
の
公
卿
と
侍
従
及
び
孫
王
を
率
い
て
い
る
異
例

の
盛
事

(後
世
で
は
こ
の
種
移
御
は
大
納
言

一
名
が
そ
の
役
を
預
か
る
)
を
考
慮
す
る
時
、

「延
喜

践
柞
大
嘗
祭
式
」
に
あ
る

「立
二大
嘗
宮
南
北
門
神
楯
戟
一。

(分
注
略
)
詑
即
分
就
二左
右
楯
下
胡

.
床

」一。

」
の
割
注

「六
尺
為
レ間
」

を
準
拠
と
し
て
、
そ
の
儀
佼

衛
士
の
間
隔
を
六
尺

(
・一
七
八
〇隠
)
11
約
二
M
と
推
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
か
。響そ
し
て
更
に

ま
た
、
至
砂宮
安
置
詑
」
と
あ
る
行
文
と

そ
の
行
文
の
末
に
籠
め
ら
れ
た
語
気
の
ゆ
ゆ
し
さ
か
ら
し

て
↓
そ
の
途
次
の
全
行
程
《
亙
う
て
左
右
衛
士
が
儀
佼
列
立
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

P

そ
の
後
文
、

「其
威
儀
従
者
及
衛
士
各
令
一蔀

還
一。
」
と
あ
る
の
も

「至
レ
宮
安
置
詫
」
ま
で
は
そ

の
陣
立
を
解
か
な
か
っ
た
ど
理
解
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
程
に
遠
距
離
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

無
論
、
こ
れ
は

「右
符
案
」
で
あ
る
か
ら
事
後
の
記
録
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の

「案
」
が
そ
の

,儘
実
施
せ
ら
れ
た
か
ど
う
が
は
判
ら
な
い
し
、
ま
た
、

「案
」
と
し
て
の
机
上
的
な
胤
も
あ
る
に
し

.
て
も
、
こ
れ
程
精
細
な
プ
ラ
ン
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
事
例
で
あ
り
、
多

分
長
屋
王
自
身
が
提
塞
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
通
り
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違

瑚
舶
耀
誰
馨

人
.

一13一



第3図 法華寺西辺の図(「聖蹟図志」)〔 池田源 太 「大和の南北」 より転載〕

(注)楊 梅天神 とあるは宇奈 多理坐高御魂神社の謂 いである。幕末頃、津 井清影

の手にな る。
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い
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
場
合
の
楯
の
横
巾
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
依
拠
す
べ
き
も
の
が
誠
に
区
々

で
、
そ
の
材
質
や
時
代
に
お
い
て
い
ず
れ
も

一長

一
短
を
有
す
る
。
石
上
神
宮
所
蔵
鉄
盾
(五
世
紀
)

76
.
5
㎝
、

「延
喜
式
」
所
載
隼
人
楯

(八
世
紀
)
脇
・
5
侃
、
大
神

神
社
所
蔵
朱
塗
金
銅
装
楯

(十
四
世
紀
)
39
㎝
、

「古
事
類
苑
」
所
引

「内
宮
神
宝
送
官
符
」
所
載
楯

(十
五
世
紀
)
45
α駝
、

と
い
っ
た
有
様
で
そ
の
う
に
の
み
依
り
難
い
の
で
止
む
な
く
平
均
値
を
求
め
、
53
㎝
と
い
う
数
値
を

得
た
。
以
上
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
そ
の
行
程
の
距
離
を
算
出
す
れ
ば
、

(
いの
7画
↓ーO
・0ω7由)
×
N8
隠
8
堅o
●朝ζ

概
算
六
○
○
M
I
六
五
○
M
と
い
え
ば
、
第
2
次
内
裏
東
面
北
側
の
宮
門
(正
北
に
宮
門
は
な
い
)

の
位
置
を
発
し
、
東
院
北
東
の
宮
城
門
を
禺
た
、
一
条
二
坊
九

・十

・十
五
・
十
六
坪

(法
華
寺

・

デ
ガ
イ
ト

海
龍
王
寺
に
北
接
す
る
地
域
で
、

「地
籍
図
」
に
よ
れ
ば

「出
垣
内
」
な
る
小
字
名
を
有
す
る
地
区

の
あ
た
り
)
に
相
当
す
る
。

一
方
、
前
述
し
た

「春
日
里
」
の

「北
池
」
ま
で
は
、
宮
城
正
門
か
ら
の
距
離
が
約
六
〇
○
○
M

も
あ
っ
て
、
陣
立
の
点
よ
り
し
て
、
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
第

一、

「左
右
衛
士
」
本
来
の
任
務

と
す
る

「宮
城
内
守
備

・
儀
侯
」
と
い
う
点
よ
り
し
て
前
掲
文
を
解
す
れ
ば
、
そ
の
函
簿
着
到
地
点

た
る

「斎
宮
」
の
位
置
は
、
宮
城
周
辺
を
さ
し
て
離
れ
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
、
宮
城

内
域
す
れ
す
れ
の
地
区
に
設
営
さ
れ
て
あ
っ
た
可
能
性
も
強
ち
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

2

稿
了
後
、
2
月
%
日
朝
日
新
聞
朝
刊
に
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
人
々
に
よ
る

「松
林

苑
」
発
見
の
記
事
を
読
ん
だ
。
第
2
次
内
裏
北
宮
門
よ
り
出
て
正
北
方
に
位
置
す
る
ハ
ジ
カ
ミ
池
畔

ま
で
の
距
離
は
、
正
に
約
六
五
○
M
程
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、既
述
し
た
如
く
、聖
武
天
皇
が
ま
だ

皇
太
子
首
親
王
時
代
i

所
謂

「松
林
」
の
地
が

「苑
地
」
又
は

「宮
地
」
と
し
て
確
立
さ
れ
る
以

前
の
原
初
的
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
皇
女
井
上
斎
王
の
た
め
に
、
先
ず
設
営
さ
れ
た

「北
池
辺
新
造

宮
」
な
る
潔
斎
地
も
ま
た
、
こ
の
ハ
ジ
カ
ミ
池
西
畔
築
地
内
の
あ
た
り
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

極
め
て
濃
厚
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

「続
紀
」
神
亀
四
年
五
月
二
十
日
条
に

「従
二
楯
波
池
}。
瓢
風
忽
来
。
吹
二
折
南

苑
樹
二
株
一。
即
化
成
レ
鮭
。
」

と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
も
傍
証
が
与
え
ら
れ
る
。

即
ち
、

(内
裏

の
北
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
)
楯
波
池
よ
り
皇
居
南
苑
に
向
か
っ
て
一
陣
の
つ
む
じ
風
が
吹
き
起
り
、

宮
域
内
の
二
樹
を
吹
き
折

っ
た
の
は
凶
兆
で
あ
る
が
、
途
端
に
そ
の
二
樹
が
錐
と
化
し
た
の
は
瑞
兆

で
あ
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
凶
兆
を
吉
兆
に
転
ず
る
伊
勢
斎
王
へ
の
畏
敬
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
解

し
た
い
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
正
史
に
唯

一
回
し
か
現
わ
れ
な
い
こ
の

「楯
波
池
」

な
る
地
名
は
、
同
年
九
月
三
日
条

「遣
二井
上
内
親
王
一。
侍
二
於
伊
勢
大
神
宮
二焉
。
」

と
い
う
記

事
の
殆
ど
直
前
に
接
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「北
池
辺
新
造
宮
」
ま
で
の
距
離
を
、
左
右
衛
士
が
楯

を
列
べ
て
そ
の
斎
王
移
御
を
儀
侯
し
た
の
は
、
六
年
前
の
養
老
五
年
九
月
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し

た
。
そ
の
渡
御
の
左
右
両
辺
に
各
二
五
○
枚
、
計
五
○
0
枚
の
盾
が
陣
立
し
た
有
様
は
、
正
に
壮
観

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

(因
に
、

「延
喜
式
」
に
定
め
る
隼
人

司
の
威
儀
は

「楯

一
百

八
十

枚
」
で
あ
る
。
)
従
っ
て
、

「続
紀
」
に
あ
る

「楯
波
池
」
は
実
景
に
即
し
た
意
で
の

「盾
列
池
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
第
二
次
内
裏
北
中
門
の
正
北
六
五
○
M
の
位
置
に
あ
る
今
日
の

「
ハ
ジ
カ
ミ
池
」

に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
斎
王
潔
斎
地
に
関
し
て

は
、
や
は
り
内
裏
宮
域
の
北
↓
東
側
周
辺
部
を
考
え
る
私
案
の
方
向
に
修
正
を
加
え
よ
う
と
は
思
わ

な
い
。
と
も
あ
れ
、
今
後
の
発
掘
と
詳
細
な
調
査
報
告
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

(第
2
図
中
に
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
築
地
跡
の
ト
レ
ー
ス
を
追
記
し
て
お
い
た
。
尚
、
第
3
図
に
は
、
ハ
ジ
カ
ミ
池

や
該
当
地
域
内
に
お
け
る
松
林
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
)

3

上
山
春
平

「埋
も
れ
た
巨
像
」

(岩
波
書
店
昭
砿
・
10
)
に
、

「ウ
ナ
タ
リ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
」

な
る

一
章
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
東
大
寺
領
春
日
庄
の
鎮
守
で
あ

っ
た
蒐
足
社
は
、
寛
弘
時

二

○

一
一
年
頃
)
に
お
け
る
社
地
喪
失
の
後
、
同
じ
京
東
七
条
三
里
内
の
十
八

・
十
九
坪
に
あ

っ
た
穴

栗
四
社
明
神

(穴
吹
神
社
)
に
合
祀
さ
れ
、
更
に
そ
れ
を
余
り
隔
た
ら
ぬ

一
=
二
五
年
頃
に
は
春
日

大
社
中
院
の
東
南
隅
に
末
社
井
栗
明
神
と
し
て
奉
遷
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

た
。
従
っ
て
、
本
稿
に
述
べ
る
平
城
宮
東
院
の
宇
奈
多
理
坐
高
御
魂
神
社
は
、
楊
梅
宮
が
完
成
し
た

宝
亀
四

(七
七
三
)
年
二
月
を
余
り
隔
た
ら
な
い
時
期
に
、
春
日
庄
蒐
足
社
よ
り
、
御
春
日
宮
天
皇

の
所
縁
に
よ
っ
て
、
分
桐
奉
遷
さ
れ
た
と
い
う
線
が
張
ま
っ
て
く
る
。
更
に
言
え
ば
、
酒
人
内
親
王

が
潔
斎
期
間
を
満
了
し
て
宝
亀
五
年
九
月
三
日
群
行
し
た
直
後
、
そ
の
潔
斎
地
趾
を
社
域
と
定
め
、

宮
廷
鎮
護
の
目
的
を
主
た
る
も
の
と
し
な
が
ら
、
そ
の
潔
斎
地
不
浄
化
忌
避
の
目
的
を
も
兼
ね
て
勧

請
さ
れ
た
と
す
る
考
え
方
が
、

一
応
の
妥
当
性
を
持
つ
見
解
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
三
項

は
、
成
稿
後
、
知
見
に
入

っ
た

の
で
こ
こ
に
補
注
と
し
た
。
煩
雑
と
な

っ
た
点
、
お
許

し
願

い
た
い
。

〈
付
記
〉

少
い
資
料
の
間
で
、
地
誌
に
は
不
馴
れ
な
操
作
を
敢
て
な
し
た
の
で
、
大

へ
ん
な
見
当
違
い
の
点

も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
大
方
の
ご
教
示
を
待
つ
次
第
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
地
誌
的

論
究

へ
の
抑
々
の
端
緒
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
九
州
大
学
今
井
源
衛
教
授
の
ご
助
言
に
よ
る
も
の
で

あ

っ
た
。
心
よ
り
謝
意
を
表
し
て
掴
筆
す
る
。

(馴

・
5

・
6
)
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